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論文内容の要 旨

喉頭は発声，鴨下等の口腔機能と深く関連する重要な器官で，その運動に関与する喉頭筋は声帯緊張

筋である輪状甲状筋 CCT) ，声門聞大筋である後輪状披裂筋 C PCA). 声門閉鎖筋である甲状彼裂筋

CTA) ，外側輪状披裂筋 CLCA) 等 iとより構成される。 CT は迷走神経枝の上喉頭神経 CSLN入他

の筋は同じく迷走神経枝の下喉頭神経 (ILN) により支配され，運動神経細胞 CMN) は延髄の疑核に

存在するといわれているが，その局在に関する報告は少ない。一方，面IJ神経延髄根 C Xlr) の喉頭筋支

配も従来その可能性が示唆されτきたが，実験的根拠 i乙之しく，喉頭各筋との関連を含めた明確な記載

は全くなされていない。本研究は horseradish peroxidase C HRP) あるいは蛍光色素である nuclear 

yellow C NY) による逆行性細胞標識法を用い， ウサギ喉頭筋 MN の中枢局在および喧由索末梢経路につ

き検討を加えたものである口

実験には 40 匹の雄性家ウサギ(体重1. 3 '"--' 3. 0 kg) を用いた。

1) SLN および ILN 起始細胞の疑核内局在:迷走神経本幹 CVT ) , SLN および ILN 1[. 25'"--'40% 

HRP 生食水溶液をー側性に注入(各例 4 匹)。

2) 喉頭筋 MN の局在: CT , PCA , T A , LCA ，の各筋 i乙 1 9ぢ NY 水溶液手ー側性l乙注入(各例4匹)。

3) 末梢経路:迷走神経根 C Xr )または XIr のー側性頭蓋腔内切断と喉頭筋への HRP ， NY 注入を以

下の如く組み合わせた。 C各例 3 匹)。④ XIr切断一両側喉頭筋への HRP 注入，⑪ Xr 切断一両側

喉頭筋への HRP 注入， 6 XIr切断一両側 TA への NY注入， � Xlr 切断一同側 PCA への NY注入。

麻酔は主として urethane 静脈内麻酔を用いた。 注入後動物を約 48 時間生存させ， 濯流固定を行っ

て延髄を摘出，ついで 60μm の連続横断凍結切片を作製した。 HRP 注入例については TMB法で陽性
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細胞を標識，ニッスル染色で対比染色後，光学顕微鏡で観察を行った。一方， NY 標識細胞は切片を空

気乾燥後，落射型蛍光顕微鏡で観察し，細胞の位置は観察後同一切片を対比染色する乙とにより同定し

fこ。

1) SLN および ILN 起始細胞の局在: VTへの HRP注入により疑核のほぼ全域が標識された。疑核は

顔面神経核最尾側から下オリーブ核尾側端の高さにわたり，吻側 1/4 は小形神経細胞の明瞭な集合群

(CG) とその周囲の中形神経細胞の散在性細胞群 (SG) より構成される。一方，尾側 3/4 ではやや

大型の神経細胞が境界不明瞭な散在性細胞群 (DG) を構成する。 SLN 注入例では CG と，その腹方

から内方の SG に， ILN 注入例では， DGI乙各々陽性細胞が出現する。すなわち， CT 支配の SLN と，

他の喉頭筋支配の ILN の起始細胞は，疑核内で吻尾方向に明瞭な局在を示す。

2) 喉頭筋支配 MN の局在: CT注入例での NY標識細胞は CGの腹方から内方にわたる同側 SG に出現

し， SLN-HRP 注入例の陽性細胞 SG存在域に一致する。 PCA ， TA 注入例はともに同側 DG の吻

側%に標識細胞が認められるが，その主要存在域は TA-MN の万がより尾方に存在する。 LCA注

入例での標識細胞は同側DGの尾側 1/ちに出現し， 4 筋 MN 中最も尾方に位置する。

3) 末梢経路:切断実験④の結果，切断側のDG 内 HRP 陽性細胞は明らかに減少し， 特に DG 尾側

凡では全陽性細胞が消失したが， SG内の陽性細胞には変動は認められない。@の結果は，④とは

逆iと SG 内の陽性細胞は完全に消失し， DG においても吻側%で陽性細胞が減少するが，尾側同

では変化は認められない。以上より立r 起始細胞は DGIC存在し，尾側%ではその全域を占め，続

く吻側 2/ちではお起始細胞と混在し， SGiζ は Xr 起始細胞のみが存在することが示された。乙れに

より， SG の CT-MN ，およびDG 尾側 1/なの LCA-MN の各軸索はそれぞれ Xr ，刃r を経由す

ることがわかる。一方， Xr および Xlr起始細胞の混在する DGの吻側 2/ちには PCA-MN と TA-.rv倒

が存在するが，切断実験。と@，すなわち泣r 切断により TA-MN 標識細胞が全て消失したのに対

し， PCA-MN標識細胞には変動は認められなかった。したがって， TA-MN の軸索は XIr ,PCA­

MN の軸索は Xr を各々経由すると考えられる。

以上の結果から，ウサギ疑核では，最吻側に声帯緊張筋 CT ，ついで声門聞大筋 PCA ，それと重なり

つつやや尾方に声門閉鎖筋 TA，さらに最尾側に LCAの各 MN が吻尾方向に局在配列することがわかる。

また， CT-MN の軸索は Xr から SLN ， PCA-MN は Xr から ILNを経由する。 TAおよび LCA-MN

の軸索は立r から ILN を経由する。すなわち， XIr 線維は迷走神経に合流後，反回神経より ILN に入

り声門閉鎖筋を支配する。

論文の審査結果の要旨

本研究は， HRPおよび蛍光色素を用いた逆行性細胞標識法によりウサギ喉頭筋運動神経細胞の中枢

局在ならびに軸索末梢経路を検索したものである。

喉頭筋運動神経細胞は同側疑核に存在し，吻側より声帯緊張筋，声門聞大筋，声門閉鎖筋の順に局在
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配列することが明らかとなった。また，声帯緊張筋の軸索は迷走神経根から上喉頭神経，声門聞大筋で

は迷走神経根から下喉頭神経を経由するのに対し，声門閉鎖筋の軸索は副神経延髄根から下喉頭神経を

経由する。すなわち，副神経延髄根起始核は疑核の尾側部i乙存在し，声門閉鎖筋のみを支配することが

明らかとなった。

以上のように大久保君の論文は，ウサギ喉頭筋運動神経細胞の中枢局在および軸索末梢経路を明らか

にするとともに，従来未解明であった副神経延髄根起始核の位置と，同延髄根の喉頭筋支配への関与様

式を明確にしたもので，神経解剖学的に重要な知見を加えた優れた業績である。よって本研究者は歯学

博士の学位授与に十分値するものと認める。
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